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平成２７年度 兵庫県立大学 第 15 回”知の創造”シリーズフォーラム 

【ラグビーワールドカップに学ぶメンタルのトレーニング 

～スポーツ心理学からのアプローチ～】 
日 程 ：平成 27年 12月 22日(火) 

受講者数：485名 

場 所 ：神戸朝日ホール 

講 師 ：環境人間学部 荒木 香織 准教授 

 

兵庫県立大学では、学界をリードする著名な教員による講演会「知の創造シリーズフォーラム」を毎

年開催しております。第 15 回は、2012 年 5 月から 2015 年 10 月まで、ラグビー日本代表メンタルコー

チを務めた荒木准教授より、選手たちへの３年半にわたるメンタルの強化に関するトレーニングと、ス

ポーツ以外の場面においても参考になるメンタルのトレーニングについて講演が行われました。 

目標を達成するための「目標設定」や「モチベーション」について、ラグビー日本代表のメンタルコ

ーチとして、実践されたことを事例に挙げながら解説していただきました。「目標設定」では、抽象的

ではなく、具体的な目標を立て、目標達成までの過程を細かく設定することや、失敗を恐れずに試行錯

誤を繰り返しながら挑戦することを、「モチベーション」では、達成の喜びや楽しむ気持ちを持ち、相

手との比較ではなく、過去の自分と比較させること、そして自分の資質や置かれている環境を見極める

ことが大切だと説明されました。 

 メディアでも話題になりました五郎丸選手のプレ・パフォーマンス・ルーティンについては、どのよ

うな環境においても、身体に染み込ませたルーティンそのものに集中し、キックの準備をすることで、   

外的ストレス(視覚的、聴覚的なもの)、内的ストレス(失敗への不安)を取り除く効果などがあることを

説明していだきました。しかし、五郎丸選手のポーズをとったからといってパフォーマンスが向上する

わけではなく、どの状態が一番力を出せるのか、日頃から自分をよく観察することが大切だと話されま

した。                                           

受講希望者は約 1200 人にもおよび、抽選で選

ばれた受講生は熱心にメモを取りながら真剣に

受講されていました。アンケートでは、部活動や

仕事・日々の生活に生かしていきたい、自信にな

った、自分と向き合うことが出来た等、有意義な

講演であったという感想が多数寄せられました。 


